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表
叩
－
重
義
口
且
肖
叫

（2）

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
、
や
す
ち
ぎ
の
場

秋
風
に
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
。
飛

び
交
う
赤
と
ん
ぼ
。
そ
し
て
、
小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
な
ん
と
も
言
え

ぬ
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
、
の
ん
び

り
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
に
浸

る
こ
と
の
で
き
る
や
す
ら
ぎ
の
場

と
し
て
、
こ
の
た
び
、
せ
せ
ら
ぎ

公
園
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

環
境
整
備
事
業
」
　
で
整
備
を
平
成

五
年
度
か
ら
行
い
、
一
部
の
工
事

を
残
し
、
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
規
模
は
、

総
面
積
二
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
、
公
園
内
に
は
、
あ
や
め
園
七

〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
遊
歩
道

二
一
二
五
メ
ー
ト
ル
、
ほ
た
る
水

路
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
芝
生
広
場
二

三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
管
理
道

路
四
一
八
メ
ー
ト
ル
の
施
設
を
備

え
て
い
ま
す
。

公
園
の
場
所
は
、
1
A
江
府
町

支
所
前
の
国
道
四
八
二
号
線
を
役

場
方
面
に
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進

み
、
杉
谷
入
口
と
あ
る
看
板
を
左

側
に
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
入
口
附
近
に
は

公
園
全
体
を
一
望
で
き
る
チ
ロ
ル

風
の
管
理
棟
（
木
造
二
階
建
、
一

九
二
・
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
も

あ
り
ま
す
。

前
に
も
説
明
し
ま
し
た
公
園
内

の
あ
や
め
園
は
町
の
花
を
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
を

が
ら
整
備
す
る
計
画
で
す
。

総
面
積
は

2
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル

国
の
支
援
を
受
け

こ
の
事
業
は
、
河
川
周
辺
環
境

整
備
に
よ
る
町
の
花
「
あ
や
め
」

を
中
心
と
し
た
や
す
ら
ぎ
の
場
づ

く
り
を
行
う
と
と
も
に
水
源
地
周

辺
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
国
（
建
設
省
・
自
治
省
）
の
支

援
を
受
け
た
　
「
地
方
特
定
河
川
等

●
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あ
や
め
の
苗

2
万
5
千
本
植
　
栽

こ
の
十
月
十
日
に
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

あ
や
め
の
苗
宣
二
万
五
千
本
植
栽

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
市
町
村
振
興
交
付

金
事
業
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
、

来
年
の
あ
や
め
の
咲
く
こ
ろ
に
は
、

色
鮮
や
か
を
あ
や
め
の
花
々
が
訪

⑳

れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
に
を
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
夏
に
は
、
蛍
が
飛
び

交
い
、
秋
に
は
、
小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
を
聞
き
を
が
ら
、
読
書
を
し
た

り
、
写
生
を
し
た
り
、
家
族
い
っ

し
ょ
に
過
ご
す
に
は
う
っ
て
つ
け

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

を
お
、
公
園
は
み
を
さ
ん
の
も

の
で
す
。
ゴ
ミ
を
ど
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
い
つ
で
も
き
れ
い
を
公
雄

で
あ
る
よ
う
に
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
よ
，
フ
。

▲家族そろって、あやめの苗を植える皆さん

▼公園内を何本もの小川が流れ、ゆったりとした気分に浸ることができます

（3）
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6
線
の
金
婚
書
記
怠
晶
贈
る

九
月
二
十
九
日
、
結
婚

五
十
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦

に
福
田
町
長
か
ら
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
た
の
は

町
内
で
六
組
。
と
も
に
励

ま
し
合
い
を
が
ら
人
生
の

坂
を
登
り
続
け
る
ご
夫
婦

に
心
か
ら
の
祝
福
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。
（
金
婚
式

を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は

次
の
と
お
り
で
す
）（敬
称
略
）

本
　
五
　
仲
嶋
　
勝
利
奈
美
枝

新
　
二
　
大
岩
　
卓
也
佃
子

佐
　
川
　
森
谷
　
英
一茂
子

富
　
市
　
森
　
　
文
雄
千
津
技

官
市
原
　
見
山
　
等静

下
蚊
屋
　
梅
田
　
利
之
万
枝

窟田題蜃覇⑯塗

筍爾匂

一鳥取県知事賞－

「ほのぼの大賞」に

輝く

▲町長から記念品が手渡されました（宮市原）

▲花いっぱいの駐在所の玄関

一韓　国一

江原道からお客様来町

辺境サミットなど出席のため

十
月
二
十
四
日
、
韓
国
・
江
原

道
な
ど
か
ら
九
人
の
方
が
町
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
韓

辺
境
サ
ミ
ッ
ト
（
主
催
鳥
取
県
・

県
境
サ
ミ
ッ
ト
）
　
に
参
加
さ
れ
る

た
め
に
来
県
さ
れ
た
も
の
で
、
県

境
サ
ミ
ッ
ト
の
市
町
村
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。
江
府
町
で
は
、
水
工

場
ヨ
ー
デ
ル
、
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム

な
ど
を
視
察
。
「
自
然
と
の
調
和

を
図
り
を
が
ら
、
様
々
な
事
業
に

工
夫
を
こ
ら
し
て
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

4

平
成
七
年
度
花
と
緑

の
表
彰
事
業
で
県
知
事

賞
の
ほ
の
ぼ
の
花
壇
の

部
の
「
ほ
の
ぼ
の
大
賞
」

に
武
庫
駐
在
所
の
玄
関

を
飾
っ
た
花
々
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
「
ま
さ
か
、

賞
が
い
た
だ
け
る
を
ん

て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

●

と
語
る
駐
在
所
の
中
井

敏
子
さ
ん
。

花
の
配
置
、
手
入
れ

な
ど
が
受
賞
の
き
め
て

に
。駐
在
所
の
建
物
と
玄

関
の
花
々
が
と
て
も
マ

ッ
チ
し
て
訪
問
者
の
心

を
を
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。
◎

▲熱心に説明を聞く韓国の皆さん（水工場）
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急
白
菰
扇
雫
百
等
表
面

第
2
回
消
防
ま
つ
り

十
月
一
日
、
第
二
回

消
防
ま
つ
り
が
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
と

町
民
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様

と
な
り
、
一
部
内
容
を

変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
終
日
多
く
の
方

々
が
訪
れ
、
各
コ
ー
ナ

ー
は
花
盛
り
。
消
防
自

動
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー
、

起
震
卓
コ
ー
ナ
ー
、
ミ

ニ
消
防
車
コ
ー
ナ
ー
に

は
親
子
連
れ
が
つ
め
か

け
た
の
を
は
じ
め
自
衛

隊
カ
レ
ー
試
食
コ
ー
ナ

ー
に
は
長
い
列
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
自
衛
隊
に
よ

る
一
台
二
十
三
ト
ン
も

あ
る
自
走
架
柱
橋
が
お

目
見
え
、
迅
速
に
橋
を
か

け
る
と
こ
ろ
を
披
露
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
防
災
訓
練
と

し
て
人
命
救
助
訓
練
、
消

火
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

町
内
の
自
衛
消
防
隊
の
五

チ
ー
ム
が
参
加
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
（
結
果
は
次

の
と
お
り
）

こ
の
催
し
を
通
し
て
消

防
活
動
の
更
を
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

在
り
ま
し
た
。

●
自
衛
消
防
隊
競
技
会

優
　
勝
尾
の
上
原
自
衛
消
防
隊

準
優
勝
御
机
自
衛
消
防
隊

第
三
佐
久
連
自
衛
消
防
隊

肌身で地震を体験できる起票車
▼

▼キャンペーンレディも勢ぞろい

」¶WM＿‘～　〟几▲．心＿一　＿＿“－＿J、＿仙⊥．－＿】＿一＿J轟■－．＿－

▼ちびっこ消防隊の元気な演技

▲車にとじ込められた人を救出する広域消防署員（救出訓練）

▲迅速な救出訓練が行われた

」、＿　　＼

▲自衛隊カレーコーナーには長蛇の列

▼日野川にむかって放水する各消防団員（日野川河川岸）

（5）
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十
月
九
日
（
月
）
鏡
ケ
成
国
民

休
暇
村
で
　
『
オ
ー
タ
ム
セ
ッ
シ
ョ

ン
．
m
鏡
ケ
成
』
と
題
し
て
、
日
野

郡
連
合
青
年
団
主
催
で
郡
内
青
年

団
を
中
心
に
交
流
会
が
お
こ
を
わ

れ
ま
し
た
。

オ
ー
タ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
．
州
境
ケ
成

「
今
夜
の
交
流
会
で
友
達
を
見
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
今
夜
の
交
流
会

が
今
後
の
青
年
団
活
動
の
起
爆
剤

と
在
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
」

と
日
野
郡
連
合
青
年
団
長
、
宇
田

川
聡
さ
ん
（
一
旦
）
が
あ
い
さ
つ
、

▲盛り上がったゲームのようす

そ
の
後
の
交

流
会
で
は
、

い
ろ
い
ろ
を

ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。
十
二

月
に
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
予

定
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

奥大山チロルの里健康ウオークラリー，95

十
月
十
日
体
育
の
日
、

江
尾
小
学
校
を
拠
点
に

「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

9
5
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大
会
に
は
親
子
や
、

友
達
を
ど
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
た

六
十
六
チ
ー
ム
、
二
百
七
十
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
マ
図
を
頼
り
に
全
長
約
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
見
つ
け
を
が
ら
約
二
時
間

半
を
か
け
て
全
チ
ー
ム
完
歩
し
ま

すーっ▲スタート前のよ

し
た
。
途
中
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て

い
る
杉
谷
入

口
の
せ
せ
ら

ぎ
公
園
で
は

一
チ
ー
ム
約

三
十
本
の
あ

や
め
を
植
え
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
恒
例
の
山

菜
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
味
噌
汁

だ
ん
ご
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。大

会
結
果

第
一
位
　
ブ
ヨ
ブ
ヨ
ザ
ウ
ル
ス

第
二
位
　
フ
ァ
ミ
コ
ン

第
三
位
　
に
ん
た
ま
ら
ん
た
ろ
う

（
各
賞
は
表
彰
に
替
え
ま
す
。
）

（6）

明倫小学校チロルの里大運動会に参加

▲いっしょに玉入れ競争をしました

十
月
十
八
日
　
（
水
）
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
、
第
二
回
チ
ロ
ル

の
里
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
明
倫
小
学
校
四

年
生
以
上
三
十
六
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
児
童
は
玉
入
れ
競
争
や
、
ボ
ー

ル
送
り
な
ど
運
動
会
の
競
技
を
一

緒
に
楽
し
ん
だ
後
、
伯
善
子
ど
も

天
神
ば
や
し
と
、
明
倫
笠
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。

㊥

▲みんなであやめを植えました
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第
十
六
回
江
府
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十
月
八
日
（
日
）
第
十
六
回
江

府
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
男
子
、
一
般
女
子
、
男
女

▲迫力あるスパイク

混
成
A
、
B
の

三
つ
の
部
門
と

四
つ
の
リ
ー
グ

で
競
技
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
か
ら
中

学
生
以
上
の
参

加
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

大
会
結
果

一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
新
道
・
一
旦

準
優
勝
　
貝
田

第
三
位
　
新
町
一
丁
目

一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
荒
・
半
・
宮

準
優
勝
　
洲
河
崎

第
三
位
　
貝
田

男
女
混
成
の
部
・
A

優
　
勝
　
吉
原

準
優
勝
　
本
町
二
丁
目

第
三
位
　
尾
上
原

男
女
混
成
の
部
・
B

優
　
勝
　
佐
川

準
優
勝
　
助
沢

第
三
位
　
本
町
一
丁
目

第7回江府町親善ゲートボール大会

⑪十月
十
三
日
　
（
金
）
第
七
回
江

府
町
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

▲どこに打とうかな？

出
場
し
た
十
チ
ー
ム
は
、
A
B

二
つ
の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
試
合

を
行
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
グ
で

優
勝
、
準
優
勝
を
表
彰
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

A
リ
ー
グ優
　
勝
　
貝
田
B

準
優
勝
　
佐
川
A

B
リ
ー
グ優
　
勝
　
貝
田
C

準
優
勝
　
佐
川
B

第2回江府町秋季グラウンドゴルフ大会

十
月
十
二
日
　
（
木
）

江
府
町
秋
季
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
町
運

動
公
園
下
の
奥
大
山
チ

ロ
ル
の
里
白
住
親
水
公
園
内
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、▲トマリかな？

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

コ
ー
ス
で
プ
レ

ー
し
て
い
た
選

手
も
、
今
回
は

芝
の
コ
ー
ス
と

あ
っ
て
戸
惑
う

選
手
も
い
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に

慣
れ
て
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
も
数

回
で
て
い
ま
し

た
。

大会結果 ◆ホールインワン
優　 勝 板垣　 隆久 谷口　 都子
準優勝 岡本　 忠治 福田　 昭子
第三位 板垣　 孝子 長岡　 邦一

岡本　 忠治

第
三
十
五
回
江
府
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

▲スマッシュ

十
月
二
十
二
日
　
（
日
）
　
第
三
十

五
回
江
府
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
が
町
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

一
般
男
子
の
部
A
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
船
越
・
篠
田

準
優
勝
　
小
谷
・
久
代

第
三
位
　
西
岡
・
村
上

壮
年
一
部
優
　
勝

準
優
勝

壮
年
二
部
優
　
勝

準
優
勝

森
・
手
島

下
村
・
江
本

徳
岡
・
山
口

仲
嶋
・
仲
嶋
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江
府
E

文
化
条
1展示の部l

十
月
二
十
一
日
　
（
土
）
・
二
十

二
日
　
（
日
）
　
の
二
日
間
、
江
府
町

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
江

府
町
文
化
祭
（
展
示
の
部
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
の
入
場
者
数
は
約

五
百
人
で
し
た
。

今
年
は
戦
後
五
十
周
年
、
戦
争

と
い
う
悲
惨
を
出
来
事
を
も
う
一

度
振
り
返
り
、
平
和
を
祈
念
し
て

チャリティーバザー収益金

137，279円
このチャリティーバザーの収益金は、全て

赤い羽根共同募金に寄付いたします。

みをさんご協力ありがとうございました。

（8）

l
　
　
　
　
町
民
の
み
を
さ
ん
の

貴
重
を
資
料
を
お
借

り
し
て
、
原
爆
展
と

▲にぎわう開発センター2階

戦
争
資
料
展
を
行
を

い
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
で
は
、

多
く
の
品
物
の
提
供

が
あ
り
多
額
の
収
益

金
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
結
果

で
す
。

・
町
長
賞
「
あ
や
め
と
大
山
」
山
本
喜
和

・
も
う
す
ぐ
プ
ロ
で
賞
（
農
協
組
合
長
）

「
残
雪
の
項
」
　
　
長
岡
　
利

・
最
高
で
賞
（
商
工
会
長
）

「
宣
揚
祭
」
　
　
　
小
谷
元
信

・
が
ん
ば
っ
た
で
賞
（
観
光
協
会
長
）

「
戯
れ
の
ひ
と
と
き
」遠
藤
省
治

・
す
ぼ
ら
し
い
で
貴
（
山
陰
中
央
新
報
社
一

「
老
婆
（
1
）
」
　
　
谷
口
都
子

・
う
つ
く
し
い
で
賞
（
読
売
新
聞
社
）

「
紅
葉
の
大
山
で
一
休
み
」

川
上
富
士
子

味
は
二
の
次
で
す
。
ま
ず
は
包
丁

に
惰
れ
る
こ
と
で
す
。

↓
特
別
講
座
「
男
の
料
理
教
室
」

ト
今
年
は
戦
後
五
十
周
年
、
町
内

の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
戦
争
資

料
を
展
示
し
、
平
和
を
祈
念
し
ま

し
た
。
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日時：平成7年11月15日㈱
午前9時30分～午後3時

場所：山村開発センター

講演会　講師／露の新治

演題／「人権ばなし」

※講演会は午前10時、シンポジュウムは午後からの予定

第21回
江府町
同和教育
研究集会
のおしらせ

（空警告）⑳

な
に
げ
な
く
一
一
一
一
日
つ
た
こ
と
が

差
別
だ
と

言
わ
れ
る
の
で
す
が

だ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
一
度

や
二
度
は
胸
に
グ
サ
リ
と
突
き
さ

さ
る
こ
と
を
言
わ
れ
、
深
い
傷
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
を
と
き
、
言
わ
れ
た
方

は
た
い
へ
ん
深
く
傷
つ
い
て
い
る

の
に
、
言
っ
た
方
は
、
何
の
気
を

し
に
言
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
を

こ
と
を
言
っ
た
こ
と
さ
え
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。

言
葉
は
人
を
生
か
し
も
し
ま
す

が
、
殺
し
も
し
ま
す
。
そ
し
て
心

に
突
き
さ
さ
っ
た
言
葉
は
い
つ
ま

で
も
残
っ
て
い
く
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
中
で
の
　
「
い
じ

め
」
も
、
い
じ
め
て
い
る
子
供
の

大
半
は
　
「
遊
び
半
分
」
で
「
冗
談
」

と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

い
じ
め
た
子
は
　
「
遊
び
半
分
」

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
深
刻
に
受

け
と
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
い
じ
め
ら
れ
た
子
供

に
し
て
み
れ
ば
、
と
て
も
苦
痛
を

こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
登
校
を
拒

否
し
た
り
、
自
殺
に
追
い
こ
め
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
子
供
の
世
界
に
限
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
の
社
会
に
も
よ
く
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
で
す
。

同
和
問
題
に
お
い
て
特
に
顕
著

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
部
落
出
身

と
言
う
だ
け
の
理
由
で
愛
す
る
人

と
引
き
裂
か
れ
た
り
、
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
が
現
在

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

言
っ
た
人
に
と
っ
て
は
な
に
げ

を
い
言
葉
も
、
差
別
を
受
け
続
け

て
き
た
人
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ

ん
を
痛
み
を
も
つ
の
で
す
。

表
現
の
自
由
と
い
う
考
え
方
は

そ
れ
が
悪
用
さ
れ
る
と
、
た
い
へ

ん
を
凶
器
に
を
る
の
で
す
。

人
々
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、

平
等
を
拡
大
す
る
た
め
の
表
現
の

自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
差
別
の
た

め
の
表
現
の
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
同
和
問
題
一
間
一
答
よ
り
）

●
「
か
ま
こ
し
き
渓
谷
」

江
府
町
の
名
勝
に
指
定

江
府
町
の
景
勝
地
「
か
ま
こ
し

き
渓
谷
」
が
九
月
十
三
日
付
け
で

江
府
町
の
文
化
財
（
名
勝
）
　
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

「
か
ま
こ
し
き
渓
谷
」
　
は
以
前

よ
り
江
府
町
の
秘
境
、
景
勝
地
と

し
て
町
内
外
に
親
し
ま
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

渓
谷
の
場
所
は
、
苦
浴
ト
ン
ネ

ル
を
助
沢
方
面
に
抜
け
、
俣
野
川

沿
い
に
下
る
と
駐
車
場
が
あ
り
、

こ
の
付
近
か
ら
下
流
へ
約
六
百
m

の
間
が
　
「
か
ま
こ
し
き
渓
谷
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
、
奇
岩
や
急
流
、
滝

を
ど
が
散
在
し
、
春
の
新
緑
、
秋

の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
夏
の
涼
を
求
め
訪
れ
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。

「
か
ま
こ
し
き
」
　
の
名
称
は
、

渓
谷
の
最
下
流
に
あ
る
滝
壷
の
地

形
が
、
古
墳
時
代
に
使
用
さ
れ
て

い
た
煮
炊
き
の
道
具
の
　
「
釜
」
と

「
簡
」
を
重
ね
た
様
子
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

ト
か
ま
こ
し
き
渓
谷
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
「
竜
口
滝
」
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全国生涯

学習フェ

スティノヾル

づ
く
り
な
ど
各
市
町
村
の
様
々
を

個
性
と
生
涯
学
習
運
動
の
意
気
込

み
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、
家
庭
教
育
講
演

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
平
日
の
午

前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は

満
席
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
女

を私る

生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定
委
員

加
持
谷
典
範

平
成
七
年
九
月
二
十
八
日
か
ら

三
日
間
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
〝
ま
を
び
″
で
ひ
ら
く
、
北

の
ふ
る
さ
と
』
　
の
も
と
に
、
多
彩

を
行
事
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
収

穫
の
多
い
研
修
と
を
り
ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
夕
刻
札
幌
市
に

到
着
し
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
を

生
涯
学
習
見
本
市
の
会
場
に
向
か

い
ま
し
た
。

生
涯
学
習
見
本
市
と
は
、
北
海

道
の
各
市
町
村
の
生
涯
学
習
の
取

り
組
み
の
写
真
や
パ
ネ
ル
、
特
産

品
の
展
示
に
よ
り
P
R
す
る
会
場

で
す
。「
ひ
ま
わ
り
」
　
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
、
「
化
石
」
を
中
心
と
し
た

学
習
活
動
の
展
開
、
「
か
か
し
」

に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
ふ
る
さ
と

●

ー
ラ
ム
形
式
の
分
科
会
で
様
々
な

角
度
か
ら
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
北
海
道
に
お
け
る
稲
作
文
化
の

歴
史
学
習
、
開
拓
と
女
性
の
歴
史

の
調
査
活
動
、
ト
マ
ト
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し
、
北
海
道
に
お
け
る
都

会
の
学
者
を
対
象
と
し
た
農
業
塾

の
取
り
組
み
な
ど
興
味
深
い
実
践

活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。以
上
、
三
日
間
の
研
修
の
一
部

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
生
涯

学
習
の
重
要
さ
を
再
確
認
す
る
と

同
時
に
、
明
る
く
、
活
気
の
あ
る

町
づ
く
り
に
向
け
て
、
生
涯
学
習

の
　
「
あ
た
ら
し
い
風
」
を
わ
が
町

江
府
町
に
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

．ニ′・：

超
、て：

黒 寒

　 ∴●1．
二・・ハマ；’・：で

：顎

韓
大
画
面

で
鮮
明
な

映
像
の
ハ

イ
ビ
ジ
ョ

ン
の
登
場

で
、
生
涯

学
習
へ
の

映
像
メ
デ

ィ
ア
の
活

用
は
新
時

代
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
れ
か

ら
の
映
像

メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し

た
生
涯
学

習
を
考
え

ま
し
ょ
う
0

HE

性
の
参
加
者
で
あ
り
少
し
寂
し
い

気
が
し
ま
し
た
。

「
家
庭
の
役
割
と
は
？
日
本
と

海
外
を
比
較
す
る
」
と
い
う
演
題

で
し
た
が
、
主
に
イ
タ
リ
ア
・
ア

メ
リ
カ
と
日
本
の
家
庭
教
育
の
あ

り
方
を
比
較
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
自
立
心
を
育
て
る
教
育
の
大
切

さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
具
体
的
で

示
唆
に
富
ん
だ
講
演
で
し
た
。

午
後
は
、
「
ま
を
び
す
と
道
人

会
議
」
　
に
出
席
し
ま
し
た
。
フ
ォ

平
成
七
年
十
一
月
二
九

7
・
な・
刀
るー
え

▲私につか

日
（
水
）
午
後
一
時
か

ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
　
鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
鳥
取
市
）

内
　
容
◎
講
演
　
『
も
の
ま
ね
芸

に
生
き
る
』

講
師
　
江
戸
家
子
猫
氏

◎
映
像
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

お
問
合
せ
は
、
江
府
町
教
育
委

員
会
へ
。

℡
7
5
1
2
2
2
3
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生涯学習基本 ■－7－－マ

霜

　

ふ

　

り

朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
さ
を
増
し

暦
の
上
で
は
も
う
立
冬
。

十
一
月
は
霜
ふ
り
月
で
す
。

「
山
里
は
　
冬
ぞ
さ
び
し
さ

ま
さ
り
け
る
　
人
目
も
草
も
　
か

れ
ぬ
と
思
え
ば
」

山
里
の
寂
し
さ
を
一
段
と
深
く

す
る
晩
秋
。
は
ら
は
ら
と
散
る
枯

葉
や
、
霜
枯
れ
て
し
ま
っ
た
菊
の

花
に
想
い
を
重
ね
て
み
た
青
春
時

代
は
と
っ
く
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、

今
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
冬
籠
り

の
準
備
に
忙
し
い
だ
け
の
季
節
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
、
家

族
の
た
め
、
ま
わ
り
の
た
め
に
と

暮
ら
し
て
い
る
と
、
自
分
だ
け
の

た
め
に
時
間
を
さ
く
こ
と
は
難
し

く
、
ま
し
て
、
楽
し
む
た
め
に
事

を
始
め
る
の
は
を
か
を
か
…
…
…

そ
ん
な
時
、
読
書
は
て
っ
と
り

早
く
、
し
か
も
身
に
付
く
習
慣
で

す
。
難
し
い
知
識
を
詰
め
込
む
た

め
の
読
書
も
、
時
に
は
必
要
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
子
供
の
頃
に
帰

っ
て
楽
し
め
る
読
書
も
良
い
も
の

で
す
。『

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

宮
市
在
住
の
河
上
光
代
さ
ん
の

「
藤
細
工
」
展
を
十
一
月
か
ら
一

カ
月
間
展
示
し
ま
す
。

、

▲色々な膝細工の作品が展示しています

新

　

着

　

図

（
小
　
　
　
説
）

○
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
幽
霊

内
田
　
康
夫

○
丹
後
殺
人
迷
路
　
西
村
京
太
郎

○
仙
台
駅
殺
人
事
件
　
〃

○
野
生
の
風
　
　
　
村
山

○
海
が
き
こ
え
る
　
永
室

○
黄
落
　
　
　
　
　
佐
江

○
活
路
　
　
　
　
　
北
方

○
パ
ラ
サ
イ
ト
・
イ
ブ

謙衆冴由
三一子佳

瀬
名
　
秀
明

○
狂
乱
廿
四
孝
　
　
北
森
　
　
鴻

○
齢
の
夏
　
　
　
佐
々
木
俊
介

○
こ
れ
は
謀
反
か
　
赤
木
　
駿
介

○
命
さ
さ
え
て
　
　
宮
内
婦
貴
子

○
砂
塵
き
ら
め
く
果
て

ノ
ー
一
フ

○
ソ
フ
ィ
ー
の
世
界

○
前
田
太
平
記

○
新
学
期

○
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス

○
白
球
残
映

○
星
の
輝
き

ゴ
ル
デ
ン

戸
部
新
一
郎

長
野
ま
ゆ
み

和
栗
　
隆
史

赤
瀬
川
　
隼

シ
ェ
ル
ダ
ン

書

（
エ
ッ
セ
イ
・
ル
ポ
）

○
か
つ
ら
・
ス
カ
ー
フ
・
半
ズ
ボ

ン
　
　
　
　
　
　
群
　
よ
う
こ

○
が
き
の
使
い
や
あ
ら
へ
ん
で

日
本
テ
レ
ビ

（
政
治
・
教
育
）

○
償
い
は
済
ん
で
い
る上
坂
　
冬
子

○
わ
た
し
の
家
族
　
秋
山
ち
え
子

○
完
全
犯
罪
捜
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

小

野

一

光

○
稲
作
儀
礼
と
首
狩
り鳥
越
憲
三
郎

〇
三
塚
博
総
理
大
臣
待
望
論

小
川
　
空
城

○
ひ
る
む
を
上
司
　
ウ
イ
リ
ア
ム

○
老
い
の
泉
　
　
　
ベ
テ
ィ
ー

（
エ
ッ
セ
イ
・
ル
ポ
）

○
ね
じ
れ
た
粋
　
　
奥
野
　
修
司

○
く
ら
し
の
視
点
　
近
藤
　
久
子

○
も
っ
と
う
ま
く
好
き
と
言
え
た

を
、
b

O
心
の
案
内
図

森
口
　
博
子

み
の
も
ん
た

（
雑
　
　
学
）

○
波
動
革
命
　
　
　
江
本

○
脳
内
革
命
　
　
　
春
山

○
バ
カ
に
つ
け
る
薬
高
須

○
続
・
あ
ぶ
を
い
食
品溝
口

（
芸
　
　
　
術
）

○
開
運
を
ん
で
も
鑑
定
団

○
ア
ポ
ロ
1
3
　
　
　
中
山

克　　茂
敦　　弥　　雄勝

（11）
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もどl‘‘ちょっとした気持ちのゆるみが

11月9日－11月15日

統一標語「災害に備えて日頃の火の用心」

1
1
月
9
日
～
1
5
日
の
間
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。こ
れ
か
ら
の
季
節
、
だ
ん
だ
ん

と
暖
房
器
具
や
火
を
使
う
機
会
が

増
え
、
ふ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
府
消
防
署
で
は
、
火

災
の
み
な
ら
ず
災
害
へ
の
対
応
、

救
急
活
動
を
ど
も
行
い
、
日
夜
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
火
災
の
な
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
、
今
一
度
、
火
災

予
防
に
つ
い
て
身
近
を
所
か
ら
点

検
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
重
傷
で
、

救
助
に
は
一
中
夜
か
か
り
、
救
急

車
に
収
容
さ
れ
た
の
は
翌
未
明
の

こ
と
で
し
た
。
楽
し
い
行
楽
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
大
事

故
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
す
。
㈹

こ
れ
く
ら
い
な
ら
、
大
丈
夫
と

思
う
油
断
が
災
害
の
も
と
。
慣
れ

た
こ
と
で
も
も
う
一
度
安
全
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

秋の全国火災予防運動

▲消火器の使い方を説明する消防署員

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
を
い
。

②
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
時
は
、
焚
火
を
し
な

い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
そ
の

場
を
離
れ
を
い
。

⑤
家
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
を
い
。

⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い
。

こ
の
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
が

大
事
故

－
災
害
の
現
場
か
ら
－

十
月
は
じ
め
の
夕
方
、
茸
取
り

の
男
性
が
滑
落
（
上
か
ら
す
べ
り

落
ち
る
）
す
る
事
故
が
町
内
で
発

生
し
ま
し
た
。
幸
い
生
命
に
別
条

轡
轡
轡
轡
轡

〝
大
切
な
家
族
が

友
達
が

突
然
た
お
れ
た
〃

そ
の
時
、
あ
な
た
は

ど
う
す
る
か
〃

救
急
講
習
会
の
開
催

▲人工呼吸の講習を受ける皆さん

江
府
消
防
署
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
正
し
い
救
急
知
識
と
技
術

を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

救
急
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
切
を
家
族
や
友
人
が
突
然
生

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
、
私

た
ち
は
一
体
ど
の
よ
う
を
行
動
を

と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

江
府
署
管
内
で
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
に
は
、
平
均
十
一
分
か

■鞄．

か
り
、
こ
れ
で
は
救
命
率
は
向
上

し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
「
あ
を
た
」
が
、
一
秒
で
も
早
く

救
命
処
置
を
始
め
る
こ
と
が
、
命

を
救
う
第
一
歩
な
の
で
す
。

救
急
講
習
会
を
ご
希
望
の
方
、

グ
ル
ー
プ
は
次
の
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
江
府
消
防
署

℡
七
七
－
二
〇
〇
一
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告
妻
宗
の
い
ろ
い
ろ
i

洗
剤
な
ど
に
あ
る

『
ま
せ
る
な
危
険
』
の

お
知
ら
せ
の
意
味
は
？

最
近
、
塩
素
系
の
漂
白
剤
と
酸

性
タ
イ
プ
の
洗
剤
を
い
っ
し
ょ
に

使
っ
た
主
婦
が
死
亡
し
た
り
具
合

い
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う
事
故
が

何
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
を
事
件
を
起
こ
さ
を

い
た
め
に
洗
剤
に
　
「
ま
ぜ
る
な
危

険
」
と
い
う
表
示
が
さ
れ
る
よ
う

に
を
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
警
告
表
示
で
す
。

警
告
表
示
と
は

こ
の
警
告
表
示
は
、
日
常
さ
ま

ざ
ま
な
製
品
を
使
っ
て
暮
し
て
い

る
消
費
者
が
事
故
に
あ
わ
を
い
よ

う
に
、
そ
の
製
品
の
持
つ
危
険
性

や
注
意
事
項
な
ど
の
情
報
を
伝
え

る
も
の
で
す
。

警
告
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
危
険
と
い
う
の
は
、
人
の
生

命
、
身
体
、
財
産
に
危
害
が
及
ぶ

可
能
性
の
あ
る
場
合
で
、
①
製
品

そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
危
険
性

②
普
通
の
使
い
方
で
あ
っ
て
も
考

え
ら
れ
る
危
険
性
③
メ
ー
カ
ー
が

期
待
し
た
使
い
方
に
関
係
な
く
、

予
想
で
き
る
誤
使
用
で
考
え
ら
れ

る
危
険
性
の
三
つ
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
表
示
の
内
容
に
は
、

こ
う
し
た
危
険
の
　
「
具
体
的
を
内

容
」
と
　
「
大
き
さ
」
、
「
も
し
警

告
を
無
視
し
た
と
き
に
受
け
る
だ

ろ
う
被
害
」
と
　
「
危
険
を
避
け
る

た
め
の
注
意
事
項
」
ぁ
ゎ
せ
て
「
危

険
が
発
生
し
た
と
き
の
応
急
処
置

の
方
法
」
を
ど
が
書
か
れ
て
い
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

－
警
告
の
こ
と
ば
－

シ
グ
ナ
ル
ワ
ー
ド

ー
絵
　
表
　
示
－

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

分
か
り
や
す
く

そ
の
表
示
方
法
は
、
下
の
図
の

よ
う
に
危
険
の
大
き
さ
に
見
合
っ

た
「
危
険
」
、
「
警
告
」
、
「
注
意
」
な

ど
の
「
シ
グ
ナ
ル
ワ
ー
ド
（
警
告
の

こ
と
ば
）
」
と
「
発
火
注
意
」
を
ど
警

告
し
た
い
内
容
に
見
合
っ
た
　
「
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
絵
表
示
）
」
で
分

か
り
や
す
く
表
示
し
ま
す
。

I
S
O
（
国
際
規
格
）
の
警
告
表
示
の
例

製品本体への誓言表示の例

シグナルワード

シンボルマーク

（絵表示）
危険の内容や回
避方法を表す図
記号及び絵

指示文
危険の内容や回避
方法等を指示する
文章

i主意喚起
シンボル
危険の潜在を
示す記号

I

△ 警 告

「

感電の恐れあり

● キャビネットをあけるな

発火；主意　　破裂注意　　　感電；主意　　　高温i主意

㊨
鳳

①
訪
⑧
姐
⑤
楓

‖弧
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Soumu
四角形



州FOR勅AT10吋l

お知らせ
lトはOR抽AT10M

10月からスター

ニ拡大＿ヘルプサー

一さわやかホームヘルパーサービスー

ホームヘルプサービスをご存知

ですか？

ホームヘルパーが、在宅の寝た

きりの老人・心身に障害のある人、

一人暮らしの老人などの家庭を訪

駁∴∴二一∴二■、
サービス内容は、入浴・排泄・

食事などの介護や、調理・洗濯・

掃除など。

また、生活に関する問題につい

て相談を受けたり、助言をするを

どさまざまです。家庭の風呂での

入浴ができない人のためには、入

浴車で訪問します。

高齢社会になり、多様化する福

祉ニーズに対応し、地域のをかで

ともに生き、よりよい生活をおく

るため、10月から次のように派遣

時間の拡大などサービス供給体制

を図り、在宅生活の援助を強化す

ることになりました。

●改正点

・現行　月～金（祝日除く）

午前9時～午後5時

；改正後

月～金

午前7時～午後8時

（世帯の状況に応じて、土・日曜祝

日のサービス提供も可能です）

世帯の所得に応じた利用負担（1

時間当たり0～450円）があります。

サービス利用には、申請が必要

ですので、詳しくは次のところに

お問い合わせください。

●お問い合わせ先

役場福祉保健課　℡75－2211

社会福祉協議会　℡75－2942

猟銃などによる事故をなくしましょう

猟期は11月15日か坪成8年2月15日まで

11月15日から狩猟シーズンに入

ります。県下では、現在3年連続

狩猟事故をしという無事故記録を

継続しています。

過去の猟銃などによる事故は、

銃の扱いの初歩的・基本的をこと

が守られをいことにより起きてい

ます。その主を原因には①暴発②

目標周囲の安全不確認（釘獲物と間

違っての誤射と在っています。

猟銃を扱う方はルールを守って

事故を起こさをいよう注意しまし

ょう。

国民年金銅度推進月間です

兼の人生設計のために

「超高齢社会の到来」とか、「人生

80年時代」をどとよく言われてい

ますが、年金は老後の生活設計に

欠かすことができません。

また、長い人生ではいつ病気や

ケガをするかわかりません。

いざという時のために最も安心

できるのが、国の責任をもって運

営している国民年金です。

鳥取県では、11月を「国民年金

制度推進月間」として、県民の皆

さんに年金を見つめ直していただ

くよう、より積極的な呼びかけを

行っています。

将来の人生設計のためにも、年

金について今一度見つめ直してみ

ましょう。

また、国民年金のことについて

詳しくは次のところにお問い合わ

せください。

●お問い合わせ先

役場福祉保健課福祉係

℡7　5－2　211

3日盟
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演奏を－1

航空中央音楽隊

県防衛協会では、広く県民の皆

さんに音楽演奏を楽しんでいただ

くために演奏会を次のとおり開催

します。

ぜひお聞きください。

■日時　平成7年12月14日休）

午後6時～8時

■場所　米子市公会堂（大ホール）

■入場料　無料（ただし、入場整

理券が必要です）

』入場整理券の応募方法

往復ハガキに①住所②氏名③年

齢④職業（または学校名）⑤電話

番号を記入の上、次のあて先に

お送りください。

〒680

鳥取市菖安2丁目89－4

鳥取第一合同庁舎

自衛隊鳥取地方連絡部広報姓

■しめ切り

平成7年11月30日（木）必着

※応募多数の場合は抽選と在り

ます。

≒
●ねらい

このシンポジウムは、私たちの

県民文化をより豊かをものにする

ため「ふるさと」の景観や文化を維

持しをがら、21世紀にむけて農業

・農村をどのようにデザインして

いくかをテーマに掲げ、農業農村

整備について県民の皆さんに理解

を深めていくことを目指していま

す。

■日時　平成7年11月30日（杓

午前10時30分～午後4時

行事あれこれ11月

■場所　鳥取県民文化会館

「梨花ホール」

鳥取市尚徳町101番地5

■内容

●講演「人間再発見」

～今、農村に何が求めら

れるか～

●講師　作家　藤本義一

●パネルディスカッション

コーディネーター

田中久大（新日本海新聞社・常

務取締役）

●パネリスト

寺谷　篤（智頭町・那岐郵便局長）

千村直美（鳥取県青年会議所理事長）

秋藤宏之（倉吉市助役）

花田敏江（20世紀をし栽培．専業◎

農家）

●アトラクション

歌手　森山良子

ミ音楽でハートフル　コミュニ

ケーションミ

～美しく豊かをむらづくりをめ

ざして～

■主催　中国四国土地改良事業団

体連合会協議会

く蓼

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　 予　 定

1 1 ／6 （月） 1 3（月） 西部町村会

7伏 ） 1 4 ㈹ 三町衛生施設組合議会

8 00 1 5（姻 町同和教育研究集会 （9 ：30）

9 （杓 フッ素塗布 1 6（杓

1 0 （金 機能訓練教室 1 7（劫

1 1 仕 ） 町福祉大会 （9 ：30）
町商工会青年部30周年記念式典（10：00）

1 8 仕 ）

1 2 （日） 地域卓球大会 （9 ：00） 1 9（日） 各小学校学芸会
県農林水産祭 （鳥取市） 神戸市魚崎町来町

3日冠
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10月23日まで届け

●お誕生おめでとう

発
行
・
江
府
町
役
場

態
耶
8
8
㍍
が
）
摘
錘
増
膵
用
類
摘
録
需
ポ
∬
　
⑳
　
編
集
・
総
務
課

印
刷
・
富
士
印
刷

（住所）

下蚊屋

下蚊崖

下蚊屋

助　澤

働

女

女

女

女

）
か
加
か
加
は
甫
は
穂

名
折
彩
け
清
か
佳
銅
旺

氏
椋
椋
　
田
藤

（
　
小
　
小
　
梅
　
加

（保護者）

政　宣

救　宣

努

浩　司

●ご結婚を祝します
鷲田　津一

山野　友香

西岡　二朗

谷口あゆみ

岡本　浩文

木村　和枝

山岡　晴生

押田　栄子

清水

野口

）

）

）

）

三二＿．二

末次　昌樹

村上　厚子

宮本　良一

二見　道子

竹茂　　求

伊藤　尚子

清水　利貞

加藤　佐織

下垣　　充

松本　涼子

）

）

）

）

）

岡山県勝田都奈義町

俣野から

境港市

小江尾から

江尾

日野郡溝口町から

俣野から

西伯郡会見町

吉原

日野郡溝口町から

宮市

米子市から

俣野

大阪市から

俣野

山形県天童市から

神戸市

佐川から

美用

西伯部岸本町から

●ご冥福を祈ります
（住所）（氏　名）（年齢）他帯封

新　道　細田　愛子　70歳　湛子

局毎習軸守
守沙留⑲…

人々の安全を守る

消防士になりたいです

江府消防署勤務　藤　原　勝　司さん（21歳）

＊今の仕事の内容は？

江府消防署の警防係です。消防

車に積載するものの点検、水利点

検、火災の統計のまとめなどいろ

いろやっています。

＊趣味は？

ドライブです。

＊今やっていることは？

ソフトテニス、テニスをどです。

＊好きな女性のタイプは？

明るい人がいいですね。

＊将来の夢は？

やっぱり、人のために働く消防

士になることです。

署のをかには、尊敬する先輩が

たくさんおられるので、先輩を見

習って頑張りたいです。

＊町にのぞみたいことは？

このままの町であってほしいと

思います。それから、秋の全国火

災予防運動がはじまりますので、

火元には十分注意してください。

闇
〓
呂
二
億
二
迅

▼
日
韓
辺
境
サ
ミ
ッ
ト
で
思
い
掛

け
な
い
人
と
出
会
っ
た
。
こ
の
編

集
後
記
（
三
月
号
）
に
も
登
場
し
た

金
㌔
（
江
原
道
国
際
協
力
係
）
が
通

訳
と
し
て
来
県
。
数
度
も
固
い
握

手
を
交
し
、
訪
韓
の
折
の
話
に
花

が
咲
い
た
。
「
今
度
金
㌔
に
会
っ

た
ら
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
の
歌
を
で

き
れ
ば
、
ア
リ
ラ
ン
峠
で
デ
ュ
エ

ッ
ト
し
た
い
も
の
だ
」
　
と
書
い
た

こ
と
を
話
す
と
顔
を
く
し
ゃ
く
し

ゃ
に
し
て
笑
っ
て
い
た
。
「
で
は
、

こ
こ
は
ア
リ
ラ
ン
峠
で
は
を
い
で

す
が
、
こ
こ
で
歌
い
ま
し
ょ
う
か
」

と
金
㌔
。
ふ
た
り
で
鼻
歌
交
じ
り

に
口
ず
さ
ん
だ
あ
と
お
互
い
に
自

然
と
笑
い
が
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ

え
て
の
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

に
友
情
の
絆
が
更
に
深
ま
っ
た
。

世帯数1，芸8世帯（－2）人口4，494人（－12）男2，136人（－5）女2，358人（－7）（）は前月比9月未（摘

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形


